










超音波検査により、PotterⅠ型嚢胞腎の出生前診断を同胞 2 人に行った。第 1 子(症例 1)

は、妊娠 36 週の超音波検査で、胎児腎臓の著しい腫大(右腎前後径 4.0 ㎝・縦径 9,6 ㎝:

左腎 4,0 ㎝・9.1 ㎝)とエコーレベルの増強がみられ、また、胎児膀胱が全く描出されない

ことから、出生前に本症と診断された。出生後、臨床所見・剖検所見により、本症である

ことが確認された。第 2子(症例 2)は、妊娠30 週からの反復超音波検査で、腎臓の腫大は

なく、膀胱もよく描出され、本症は否定された。 


